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以下のチャートは最初に２００１年に発行されて、現在の技術に合わせて更新された。 

 

電波の生物効果の幾つかの例 

 

電力密度
（μW/cm2） 

報告された生物効果 参考 

0.0000000000001 大腸菌に遺伝子構造の変化 Belyaev 1996 

0.0000000001 人間の感度のしきい値 Kositsky 2001 

0.000000001 ヒト被験者における脳波の変化 Bise 1978 

0.0000000027 Vicius fabus（豆）の成長刺激 Brauer 1950 

0.00000001 マウスの免疫系への影響 Bundyuk 1994 

0.00000002 鶏の排卵の刺激 Kondra 1970 

0.000005 酵母における細胞増殖への影響 Grundler 1992 

0.00001 ラットにおける条件回避の反射 Kositsky 2001 

0.000024 松の葉の早期老化 Selga 1996 

0.000024 木の年輪が小さくなる Balodis 1996 

0.0004 家庭用WiFiルーターから 100mの距離  

0.0017 松の種子の発芽の減少 Selga 1996 

0.002 睡眠障害、血圧異常、緊張感、脱力感、疲労感、手
足の痛み、関節痛、消化器系の疾患、学童進級の減
少（短波送信機の近くの対象研究） 

Altpeter 1995,  
1997 

0.0027 Vicius fabus（豆）の成長阻害 Brauer 1950 

0.004 ピーク時の２G、３G、４G携帯電話から 100mの距

離 

 

0.01 商業用または野外WiFiルーターから 100mの距離  

0.01～0.1 ２G、３G、4G電波塔から 1.6kmの距離  

0.06 脳波図の変化、妨げられた炭水化物の新陳代謝、副
腎腫大、変えられた副腎のホル頭脳の構造変更モン
レベル、肝臓、脾臓、精巣および（白いラットとウ
サギに） 

Dumanskij 1974 

0.06 心臓の減速、ウサギの脳波の変化 Serkyuk (McRee 
1980で報告され) 

0.1 牛のメラトニンの増加 Stark 1997 

0.1～1.8 ウキクサの植物の寿命減少、損なわれた生殖、構造

および発達の異常 

Magone 1996 

0.13 細胞増殖の低下（ヒト上皮羊膜細胞） Kwee 1997 

0.168 マウスにおける不可逆的な不妊症 Magras 1997 

0.2 テレビ塔から 12kmまでの小児白血病 Hocking 1996 

0.3 運動機能、反応時間、学童の記憶と注意力の障害、 Kolodynski 1996 
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および子供の性比の変化（男の子が少ない） 

0.4 携帯電話による血液脳関門の破壊 Eberhardt 2008 

0.6 脳組織からのカルシウムイオン流出の変化 Dutta 1986 

0.6 心不整脈と時には心停止（カエル） Frey 1968 

0～4 学童における白血球活性の変化 Chiang 1989 

1 頭痛、めまい、短気、疲労、脱力感、不眠、胸痛、
呼吸困難、消化不良（人間-職業曝露） 

Simonenko 1998 

1 モルモットにおける白血球の刺激 Shandala 1978 

2（下閾値不
明） 

シューという音、または甲高い音 Frey 1963,1969, 
1971,1973,1988; 
Justeson 1979; 
Olsen 1980; 
Wieske 1963; 
Lin 1987 

2 携帯電話にさらされたラットの記憶喪失 Nittby 2009 

5 テレビおよび FM の発信機の近くで白血病、皮膚黒
色腫および膀胱癌 

Dolk 1997 

5 肝臓、心臓、腎臓、および脳組織における生化学的
および組織学的変化 

Belokrinitskiy 
1982 

8 テーブル上無線ノートパソコンから頭と胸へ曝露  

10 脳の海馬の細胞の核に損傷したミトコンドリア Belokrinitskiy 
1982a 

10 送信機の近くに住んでいる人々の記憶と視覚反応時
間の障害 

Chiang 1989 

10 マウスのひと腹の数の減少、死産の増加 Il’Chevich(McRee 
1980で報告され) 

10 肺、脳、心臓、肝臓、腎臓、筋肉、脾臓、骨、皮膚、
血液中の金属の再分配 

Shutenko 1981 

150 テーブル上携帯電話（機種に関係なく）から頭と胸

への曝露 

 

1,000 米 FCCの全身露出限界  

17,000 膝の上の無線ノートパソコンから生殖器への曝露 FCC 2018, Racim 
2015 

20,000 頭にあてた携帯電話（機種に関係なく）から頭脳へ

の曝露 

 

 

携帯電話と無線技術による罹患と死亡 

I. 動植物 

 

ポプラの木（Populus tremuloides,アメリカヤマナラシ） 

ロッキー山脈のふもとにある裏庭の実験室で、秋に色づかないポプラの木が弱っているの
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を目の当たりにしたケイティ・ハガティは、その一部を電波から遮蔽したらどうなるかを

調べることにした。わずか2ヵ月後、遮蔽した苗木は、遮蔽していない苗木や模擬遮蔽した

苗木に比べ、長さは74％、葉は60％も大きくなっていた。そして秋には、遮蔽した苗木だ

けが、ポプラ特有の鮮やかな色を見せた。(Haggerty, 2010） 

 

鳴鳥  

ドイツのオルデンブルク大学では、研究していた渡り鳥が春には北を、秋には南西を向か

なくなっていることにショックを受けた科学者たちが、鳥小屋を電波から遮断したらどう

なるかを調べることにした。すると突然、鳥たちは春に移動できるように北を向くように

なった。(Engels et al. 2014) 

 

両生類 

アルフォンソ・バルモリは、バルセロナのアパートの5階のテラスで、電波塔から1ブロッ

ク離れた場所で、世界的に多くの両生類が減少し絶滅しているのは電波のせいではないか、

という推測を検証することにした。彼は2ヶ月間、オタマジャクシの入ったまったく同じ水

槽を2つ用意し、片方は薄い布で電波を遮蔽した。遮蔽されていない水槽での死亡率は90％、

遮蔽された水槽ではわずか4％であった。(Balmori 2006) 

 

蜜蜂  

インドのパンジャブ大学の教授が、ワイヤレス技術がミツバチの蜂群崩壊症の原因ではな

いか、という推測を検証することにした。彼女は4つの巣箱のうち2つに携帯電話を設置し、

1日2回、1回につき15分間電源を入れた。3ヵ月後、携帯電話のある2つのコロニーにはハチ

ミツも花粉も幼虫もミツバチもいなかった。(Sharma and Kumar 2010)  

そこで彼女は、ミツバチの血液であるヘモリンパで何が起こっているのかを調べることに

した。そこで彼女は、細胞呼吸がほとんど停止していることを発見した。携帯電話に10分

間さらされただけで、ミツバチは実質的に糖、脂肪、タンパク質の代謝ができなくなった

のだ。(Kumar et al. 2011) 

 

マウス  

ギリシャのチョルティアティス村にある公立小学校の3階で、6組のマウスを交配させ、5回

の妊娠まで観察した。最初の3回の妊娠で、メス1匹につき平均5匹の子供が生まれた。その

後、すべてのマウスは不妊となり、子孫を残すことはなかった。教室の窓から約1.6キロメ
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ートルほど離れたチョルティアティス山の頂上に、合計300kWの出力で放送するアンテナ

群が見えた。 

さらに6組のマウスが、山の上にある野生動物保護区「ハイパトリオス生命の保護区」で飼

育された。これらのマウスは妊娠当初から1回の妊娠につき平均1匹しか新生児が生まれず、

3回目の妊娠で不妊症となった。不妊症は永続的かつ不可逆的であることが証明された。

(Magras and Xenos 1997) 

 

アリ  

ベルギー自由大学のマリー=クレール・カアメールツは、数千匹のアリを研究室に集め、旧

型の折りたたみ式携帯電話をアリの巣の下に置き、アリが歩くのを観察した。携帯電話に

電池が入っていない場合、アリにはまったく影響がなかった。電池だけを置く場合も同様

だった。しかし、携帯電話の電源が切れているにもかかわらず、電池を入れた途端、アリ

はまるで見えない敵から逃げようとするかのように、勢いよく前後に飛び跳ねた。携帯電

話をスタンバイ・モードにすると、アリの熱狂はさらに増した。彼女がようやく電源を入

れると、アリの動きは鈍くなった。 

カアメールツは次に、新しいアリの巣をスマートフォンと、その後、コードレス電話に曝

露させた。いずれの場合も、方向転換の速度は1、2秒以内に2倍から3倍になり、実際の歩

行速度は劇的に遅くなった。また、3分ほど曝露させると、再び正常な状態に戻るまでに2

～4時間を要した。他のアリは、Wi-Fiルーターに30分間曝された後、回復するのに6～8時

間かかり、数日後に死んでいるのが見つかった。待ち受けモードに設定した折りたたみ式

携帯電話をアリの餌集めの場所ではなく、アリの巣の下に置くと、アリは卵、幼虫、若虫

を連れて巣から出て行った。(Cammaerts and Johansson 2014) 

 

ラット  

スウェーデンのルンド大学の脳神経外科医レイフ・サルフォードの研究チームは、ラット

に普通の携帯電話を2時間、1回だけ照射し、50日後に犠牲にした。その結果、携帯電話の

出力レベルを100分の1に下げても、ラットの脳には永久的なダメージが残った。(Salford et 

al. 2003) 

 

牛  

1996年にアメリカ全土に携帯電話の電波塔が設置されたとき、農家から家畜が突然病気に

なって死んだり、その仔牛は翼状頚や脚が後ろ向きの状態で生まれたという報告が寄せら

れた(Hawk 1996)。ドイツで同様の報告を受けたヴォルフガング・レッシャーとギュンタ
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ー・ケースは、そのような農場を訪れ、牛を調べた。牛は急性心不全と循環虚脱で死亡し、

複数の臓器から出血していた。病気の牛を遠方に移動させると、健康状態は回復した。

(Löscher and Käs 1998) 

 

ミバエ  

ニューヨーク州クイーンズにあるベンジャミン・カルドゾ高校に通う15歳のアレクサンダ

ー・チャンは、科学フェアの実験のため、ミバエの幼虫を毎日スピーカー、コンピュータ

ーモニター、携帯電話のどれかに曝し、その発育を観察した。携帯電話に曝されたハエは

翅を伸ばすことができなかった。(Serant 2004) 

 

クレソンの種 

別の科学フェアの実験で、デンマークのヒャレルプに住む中学3年生の女子生徒5人からな

るチームは、12枚のトレイにそれぞれ400粒のクレソンの種を詰めた。6つのトレイを3台の

ラップトップコンピューターと2台のWi-Fiルーターの隣の窓際に置き、6つのトレイをコン

ピューターもルーターもない同様の窓際に置いた。6日後、照射された種子はひとつも芽を

出さなかった。いつまでも芽が出ないものも多かった。12日後、対照群の芽は、ノートパ

ソコンとルーターの隣に置かれたものよりも2倍大きくなっていた。(Nielsen et al. 2013) 

 

トウガラシの苗  

ガザ大学の科学者たちは、100本のトウガラシの苗を等しい条件で育てた。ただし、半分の

苗には、Wi-Fiルーターの隣にあるガラスフラスコに1時間置いた水道水で毎日水をやり、

もう半分の苗には、ルーターの隣にはないが同じガラスフラスコに置いた水道水で毎日水

をやった。照射された水で育った植物は青白く発育不良であった。200日後、対照群の植物

は照射水で育てた植物より25％長く、茎は5％太く、根は40％長かった。重さは90％増し、

葉は74％増し、水分は12％増し、開花と結実は早まり、果実は38％大きくなった。(Alattar 

and Radwan 2020) 

 

無線首輪の動物 

ウサギ、ハタネズミ、レミング、アナグマ、キツネ、シカ、ヘラジカ、アルマジロ、カワ

ウソ、ラッコなどの哺乳類に無線首輪をつけたところ、死亡率の増加、掘削能力の低下、

体重減少、活動レベルの低下、自己毛づくろいの増加、社会的相互作用の変化、繁殖不全

などが見られた。(Mech and Barber 2002) 
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ヘラジカの研究では、耳標のない幼獣と無地の耳標をつけた幼獣の死亡率は10％であった

のに対し、発信器のついた耳標をつけた幼獣の死亡率は68％であった。唯一の違いは電波

の有無だった。(Swenson et al. 1999) 

別の研究では、無線タグを付けたメスを含むミナミハタネズミの群体では、メスの 4 倍の

数のオスが生まれた。研究者たちは、無線タグを付けたメスのハタネズミのうち、メスの

子供を産んだものはおそらく１匹もいなかったと結論づけた。(Moorhouse and Macdonald 

2005) 

 

 

II. 人間 

電波病 

 

1950年代、のモスクワ、レニングラードなどのソ連と東欧の都市に、新しい職業病

に苦しんでいる何千人もの労働者を調査・治療するための診療所が設立された。こ

の病気はアメリカでも報告されていたが、アメリカでは研究も治療もされていなか

った。この新しい病気は電波病と名付けられた。これらの患者は、マイクロ波機器

の製造、検査、修理、操作をしていた。レーダー施設で働く者もいれば、ラジオ局

やテレビ局、電話会社で働く者もいた。また、第二次世界大戦中に開発された技術

を使っていた多くの産業で使用されている高周波ヒーターや密閉材を操作してい

た人もいた。 

 

これらの労働者は、勤務時間中だけマイクロ波放射にさらされていた。そして、一

般の人々が携帯電話などのワイヤレス機器から1日に何時間も、あるいは常に浴び

ている放射線よりも少ないレベルにさらされていた。 

 

これらのクリニックの患者は、頭痛、疲労、脱力感、睡眠障害、イライラ、めまい、

記憶障害、性機能障害、皮膚の発疹、脱毛、食欲低下、消化不良、時には日光に対

する過敏症に苦しんでいた。動悸、心臓付近の刺すような痛み、激しい活動後の息

切れを訴える者もいた。多くは情緒不安定、不安や抑うつを発症し、数人は躁病や

パラノイアになった。 

 

身体検査では、肢端チアノーゼ（手足の指が青い）、嗅覚障害、発汗、震え、反射

の変化、瞳孔の大きさの不同、不整脈、脈拍と血圧の不安定などがみられた。脳波

や心電図に異常が見られ、進行すると心臓や脳に酸素欠乏の兆候が現れた。白内障
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を発症した者もいた。血液検査では、甲状腺機能亢進、ヒスタミンの上昇、血糖値

の上昇、コレステロールとトリグリセリドの上昇、血中タンパク質の増加、アルブ

ミン-グロブリン比の低下、血小板と赤血球の減少、白血球数の異常な高値または低

値が認められた。 

 

マイクロ波に被曝した労働者の約 15%だけが病気を訴え、2%だけが仕事をやめたが

(Sadchikova 1960, Klimková-Deutschová 1974)、実験室では労働者の大半に異常が見ら

れた。血中コレステロールはマイクロ波に被曝した労働者の 40％で上昇し

（Klimkova-Deutschova 1974）、トリグリセリドは 63％で上昇し（Sadchikovaら 1980）、

空腹時血糖は 74％で上昇し（Klimkova-Deutschova 1974）、70％で甲状腺活動に異

常がみられた (Smirnova and Sadchikova 1960; Drogichina 1960)。マイクロ波に被曝し

た労働者の 18％から 35％に、作業時間に応じて、客観的な心臓の変化がみられた。 

 

ソ連や東欧から電波病に関する多くの出版物が出たため、1970 年代半ばにマイク

ロ波放射研究に関する米ソ科学交流が始まった。そしてアメリカ政府は、ゾラッ

ク・グレーザー博士に、無線周波数とマイクロ波放射の生物学的・健康的影響につ

いて報告された世界の科学文献（雑誌記事、書籍、会議録）の目録作成を依頼した。

1970 年代末までに、グレーザーが作成した文献目録には 5,083 の文献が含まれて

いた（Glaser 1984）。 

 

1960年代から 1970年代にかけて、眼科医のミルトン・ザレットは、米陸軍と米空

軍との契約に基づいて、米国とグリーンランドのレーダー施設で働く数千人の軍人

と民間人の目を検査した。その結果、多くの兵士が白内障を発症していることがわ

かった。これらの白内障の大半は、1平方センチメートルあたり 1ミリワット程度

の放射線に眼が慢性的にさらされることによって引き起こされた。このレベルは、

現在使用されている 150億台の携帯電話によって常時超過されている（Birenbaum 

et al. 1969; Zaret 1973）。 

 

その頃、アメリカの生物学者アラン・フレイは、マイクロ波が血液脳関門を損傷す

ることを発見し（Frey et al. 1975）、人間や動物はマイクロ波が聞こえると証明した

（Frey 1961）。1960年代から1970年代にかけて最も活躍したアメリカ人研究者の一

人であるフレイは、1平方センチメートル当たり50マイクロワットの電力密度でラ

ットにマイクロ波を照射し、ラットをおとなしくさせた（Frey and Spector 1976）。

彼は1平方センチメートルあたり8マイクロワットで特定の行動を変化させた（Frey 

and Wesler 1979）。彼は生きたカエルの心拍数を1平方センチメートルあたり3マイ

クロワットで変化させた（Frey and Eichert 1986）。現在にワイヤレス・ラップトッ
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プから通常の操作距離で遭遇するレベルの15分の1である1平方センチメートルあ

たりわずか0.6マイクロワットで、彼は、カエルの心臓のリズムの正確な時点でマイ

クロ波パルスのタイミングを合わせることによって、カエルの心臓に不整脈を起こ

させ、時には心臓の鼓動を止めさせた（Frey and Seifert 1968）。フレイの研究はア

メリカ海軍から資金援助を受けていた。 

 

1977年、ポール・ブロデューアは著書『The Zapping of America』の中で、急増する

マイクロ波塔やレーダー施設が公衆衛生を脅かしていると警告した。しかし、今日

に比べれば、マイクロ波やレーダーの施設はまだ非常に珍しいものだった。 

 

1977年、Apple社が最初の（有線）パーソナル・コンピューターを販売すると、高レ

ベルの電磁波への曝露が一般大衆に広がり、電波症は職業病だけではなくなった。

その年、数十年間減少の一途をたどっていたアメリカの喘息による死亡者数が、初

めて増加に転じた。 

 

1981年、アル・ゴア下院議員は、（有線）視覚表示端末装置（VDT）の健康への影

響に関する米国議会公聴会の最初の議長を務めた。その理由は、ニューヨーク・タ

イムズ紙の20代と30代の若い編集者2人が白内障を発症したこと、UPIとAPの調査対

象従業員の半数が視覚障害や頭痛を訴えていること、トロント・スター紙の従業員

から異常な数の先天性異常児が生まれたこと、米国とカナダ全土でVDTの女性オペ

レーターの間で集団流産が発生していることなどであった。 

 

新聞業界は、コンピューター技術によって最も早く変貌を遂げた業界である。1981

年の下院科学技術委員会の公聴会で、新聞社組合のチャールズ・A・パーリック二

世会長は、VDTが危険な放射をすると知っていれば、「本来穏やかな職場が危険な

職場に変わることを、黙って許可しなかっただろう」と証言した。1985年、カナダ

の作家ボブ・デマッテオは『ターミナル・ショック：ビデオ・ディスプレイ・ター

ミナルの健康被害』という人気本を出版した。 

 

1980年代半ば、スウェーデンのストックホルム市にあるカロリンスカ研究所の神経

科学者オレ・ヨハンソンは、新しい皮膚病を発見した。コンピューター画面の前で

仕事をしている人だけがかかる病気だったので、彼はこれをスクリーン皮膚炎と名

付けた。このような患者は、記憶喪失、疲労、不眠、めまい、吐き気、頭痛、動悸

などの神経症状を訴えることが多かった。同じ神経症状が、30年前にソ連の医師た

ちによって報告されていた。しかし、ヨハンソンの専門は皮膚病で、コンピュータ

ー利用者の皮膚を研究した。赤みやかゆみだけのものから、ひどい皮膚病変を持つ
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ものまで様々であった。 

 

1990年代半ば、電気通信業界は、それまで想像もできなかった規模のマイクロ波放

射に全世界がさらされることになるプロジェクトに着手した。彼らは、地球上のす

べての人、すべての女性、すべての子どもの手に携帯電話とワイヤレス・コンピュ

ータを配備すると同時に、私たちの世界にたくさんの放送用アンテナを張り巡らせ、

それらの電話とコンピュータが、すべての家庭、すべての事務所、すべての道路、

すべての国、最も高い山、最も深い谷、すべての湖、すべての国立公園、原生地域、

野生生物保護区で、例外なく機能するようにすることを計画した。そしてその後数

十年の間に、すべての人間がどこに行ってもマイクロ波を放射するようになった。

そして、放射線の周囲レベルは、地球上のあらゆる場所で1000倍以上に増加してい

る。 

 

研究者たちは、睡眠障害、疲労、記憶喪失、頭痛、うつ病、めまい、震えといった

症状と、半世紀前にソ連とアメリカの医師に報告された症状とが、携帯電話の使用

と通信塔の近接の両方と相関していることを明らかにし始めた。2007年までには、

14カ国の科学者チームが、地球上の人口の4分の3に相当する人の健康状態がワイヤ

レス技術の影響を大きく受けていると結論づけた(Haugsdal 1998, Hocking 1998, Cao 

2000, Oftedahl 2000, Chia 2000, Sandström 2001, Santini 2002, Navarro 2003, Santini 

2003, Zwamborn 2003, Wilén 2003, Oberfeld 2004, Bortkiewicz 2004, Al-Khlaiwi 2004, 

Salama 2004, Meo 2005, Preece 2005, Waldmann-Selsam 2005, Szykjowska 2005, Balikci 

2005, Balik 2005, Hutter 2006, Abdel-Rassoul 2007)。 

 

他の科学者は、携帯電話が湿疹（Kimata 2002）、失明（Ye et al. 2001）、小児喘息

（Li et al. 2001）、アルツハイマー病（Salford et al. 2003、Şahin et al. 2015）、難聴（Oktay 

and Dasdag 2006、Panda et al. 2011、Velayutham et al. 2014、Mishra 2010、Mishra 2011）、

多発性硬化症（İkinci et al. 2015）を引き起こす、と報告している。 

 

「電磁波過敏症」（「EHS」）という用語が考案されたのは、欧米のどの国の保健当

局も電磁波が正常な人の健康に影響を及ぼすことを認めていないからである。した

がって、EHSとは、何が自分を病気にしているのかを偶然知って、自分は異常で他

の人とは違うという虚構を信じ込んでしまった人たちのことを指す(*著者は、毒性

の強いものに対して「過敏症」と呼ぶのは矛盾であると主張している)。 

 

徴候と症状 
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神経学的：頭痛、めまい、吐き気、集中困難、記憶喪失、イライラ、抑うつ、不安、

不眠、疲労、脱力感、震え、筋肉の痙攣、しびれ、ヒリヒリした痛み、反射の変化、

筋肉や関節の痛み、足腰の痛み、「インフルエンザ」のような症状、発熱。より重

篤な影響としては、痙攣、麻痺、精神病、脳卒中がある。 

 

心臓病学的：動悸、不整脈、胸の痛みや圧迫感、血圧の低下や上昇、心拍数の低下

や上昇、息切れ、心臓発作。 

 

呼吸器系：副鼻腔炎、気管支炎、喘息、肺炎。 

 

皮膚病学的：皮膚の発疹、触れることに対する極端な感受性、かゆみ、灼熱感、顔

面紅潮。 

 

眼科学的：目の痛みや灼熱感、目の中または後ろの圧迫、視力の低下、飛蚊症、白

内障。 

 

聴覚的：リンリン、ブーンという音、耳鳴り、聴力損失。 

 

生殖器系：精子の数と運動性の減少;異常な月経、不妊、流産、先天異常。 

 

血液学的：貧血、血糖値の上昇、低血小板、低または高白血球、コレステロールの

上昇。 

 

その他：消化器系の問題、腹痛、発汗、甲状腺の肥大、副腎機能低下、精巣/卵巣の

痛み、性機能障害、唇・舌・口・目の乾燥、ふくらんでいる唇、腫れた喉、著しい

喉の渇き、脱水、頻尿、鼻血、内出血、免疫系の異常、体内の金属の再分配、脱毛、

脆い爪、歯の痛み、詰め物の悪化、嗅覚障害、光過敏症。 

 

損なわれた新陳代謝およびその結果の肥満、糖尿病、心臓病、癌 

 

電波は、すべての細胞のミトコンドリアの電子輸送を妨害する。Kumar et al（2011）

が蜜蜂に実証したと同様に（上記参照）、これは細胞に酸素不足を起こし、糖、脂

肪、蛋白質を代謝する能力を損なう。その結果、肥満、糖尿病、心臓病、癌の現代

に流行している疾患が発生する。これらの病気は電波病の側面でもある。アーサ

ー・ファーステンバーグの著書『インビジブル・レインボー：電気汚染と生命の地
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球史』の11、12、13章を参考。 

 

電力レベルは無関係 

 

この文書の冒頭の表が示すように、電波に関する限り、被ばくレベルは関係ない。

10μW/cm2でも、0.01μW/cm2でも、0.00001μW/cm2でも、0.00000001μW/cm2でも、

0.0000000000001μW/cm2でも、生物学的影響が見られる。 

 

アラン・フレイが書いたように、生物は細胞間のコミュニケーションから神経系の

機能まで、あらゆることに電磁場（EMF）を利用している。「電磁場は、鉛や青酸

カリのように生物にとって異物ではない。異物であれば、量が多ければ多いほど効

果も大きくなる。これは用量反応関係である」。その代わり、生物はラジオ受信機

のようなものだと彼は言う。「ラジオが検知し、音楽の音に変換するEMF信号は、

ほとんど計り知れないほど弱い」。同様に、計り知れないほど微弱な無線信号でさ

え、生物学的機能を妨害する可能性がある (Frey 1990, 1993)。 

 

ロマリンダ大学医学部のロス・アデイ博士は、私たちの細胞は電磁シグナルで互い

に「ささやき合っている」と書いている。彼は、電磁波は原子レベルで作用し、電

波の影響には「閾値は存在しないかもしれない」と述べた。(Adey 1993) 

 

ニュージーランドのリンカーン大学の生物物理学者ニール・チェリーは、電波は「極

めて低い強度で心臓、脳、細胞に干渉する可能性があり、被曝量はゼロに近い」と

書いた（Cherry 2000）。彼は後に、「安全な被曝レベルはゼロである」という 「決

定的な証拠」を発表した。(Cherry 2001) 

 

ある種の影響については、逆用量反応、つまり曝露レベルが低いほど害が大きくな

ることさえある。言い換えれば、外部からの信号が、私たちの体内信号の限りなく

小さいレベルに近づけば近づくほど、その信号は体内で認識され、生命維持に支障

をきたすようになる。 

 

このように、ルンド大学のレイフ・サルフォードのチームは、血液脳関門への最大

の被害は、最高線量ではなく最低線量（1万分の1に低減）で起こることを発見した

(Persson 1997)。 

 

米国環境保護庁のカール・ブラックマンを含む多くの研究者が、マイクロ波放射が
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脳細胞からカルシウムを流出させることを発見した。この効果について、これらの

研究者は効果が最大になる出力の窓を発見した。すなわち、より低いレベルでも高

いレベルでも効果は減少する(Blackman 1980, 1986; Bawin 1977; Dutta 1986; 

Kunjilwar and Behari 1993)。そして、最大の効果をもたらすのは、最も高い出力の窓

ではなく、最も低い出力の窓である：SAR（非吸収量率）0.0007W/kgでの効果は、

SAR2.0W/kgでの効果の4倍であった(Dutta 1986)。 

 

マリア・サドチコワと彼女のソ連の同僚たちは、1960年代から1970年代にかけて、

職業上マイクロ波放射線を浴びた人々の中で、最も病気になったのは、最高レベル

ではなく最低レベルの被曝をした人々であった、と一貫して報告している

(Sadchikova 1960, 1974)。 

 

ストックホルム大学のイゴール・ベリャエフは、特定の周波数で発生する遺伝的効

果を発見した。その効果の大きさは、1平方センチメートルあたり 0.00000000001

マイクロワットまでで、14桁以上の出力レベルでも変わらなかった(Belyaev 1996)。 

 

ウクライナのキーウ市に住むニコライ・コシツキと彼の同僚たちは、外部からの電

波は私たちの体内のシグナル伝達に干渉し、電波の出力レベルではなく、電波の情

報内容が害を及ぼす要素だ、と強調した。彼らはソビエト連邦における40年間の研

究をレビューし、次のように結論づけた： 「これらの相互作用に伴う生物学的影

響は、あるシステムに運ばれるエネルギーの強さではなく、そこに運ばれる情報に

依存する」(Kositsky 2001)。 

 

したがって、電波が私たちの身体に及ぼす影響の大半は、その出力レベルではなく、

周波数、帯域幅、パルス、波形など、電波が情報を伝達し、携帯電話やコンピュー

ターに役立つようにするための、あらゆる属性によって引き起こされる。致命的な

のは、電波の干渉性と、それが運ぶ情報である。したがって、光（LiFi）や同じ情

報を運ぶ他のキャリアは、レーザーと同様に有害なのだ。レーザーは干渉性の光だ。 

 

私たちはマイクロ波もコヒーレント電波も使わずに進化してきた。太陽からのマイ

クロ波放射はコヒーレントではなく、特定の周波数に中心があるわけでもなく、太

陽が最も活発な時には0.0000001 μW/cm2 から0.0001μW/cm2まで変化する。そし

て、私たちは日中しか浴びていない。夜間は、星からのはるかに弱いマイクロ波だ

けが地球に届く。 

 

生物は、コヒーレント発生源やマイクロ波発生源に接触したり、近づいたりしては
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ならない。WiFiも、ブルートゥースも、ベビーモニターも、電子レンジも、携帯電

話もダメで、たとえ数秒でもダメである。携帯電話は、その偏在性と身体への近さ

ゆえに、健康、社会、そして地球に対して最も大きな害を及ぼしている。 

 

疾患に苦しんでいる人数： 

頭痛障害:４０億人(Stovner 2022) 

慢性痛：２０億人(Antunes 2021) 

脳疾患：１３億人(American Brain Foundation 2022) 
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